
 

 

                           

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年２月２８日 

第１７号 

文責 吉永鈴子 

共感力 

挑戦力 

やりぬく力 平井小だより    

 ２月２５日（金）全校児童が参加する「なわとび大会」を開催しました。感染対策をしていただき

ながらの応援、ありがとうございました。おうちの人に見守られ、子供たちは張り切っていました。

当日もさることながら、登校後や休み時間を使って練習に打ち込む子供たちの姿は、頼もしく、「挑戦

力」にあふれていました。毎日、どんどん上手になっていく様子を見るのは、ほんとうに楽しいこと

です。優しく教え合う「共感力」のある姿もありました。「なわとび大会」が終わっても、運動場では

縄跳びを練習する子供たちがたくさんいます。巧緻性や持久力などの伸長が望める全身運動ですから、

ぜひ続けて楽しんでほしいと思います。 

 「なわとび大会」終了後、４年生の「二分の一成

人式」を行いました。卒業式さながらに入場してく

る我が子の姿に成長を実感された方も多かったの

ではないでしょうか。一人ひとりが、親御さんに向

けてスピーチする場面では、子供たちが自分の夢

を語ってくれました。私たちも、子供たちの幸せな

人生のために精一杯がんばらなければという思い

を、改めて強くしたところです。また、親御さんに

向けて、「生んでくれてありがとう」「育ててくれて

ありがとう」「いつも温かく見守ってくれてありが

とう」と伝えてくれました。おじいちゃんやおばあ

ちゃんに向けても感謝の言葉を述べる子もいまし

た。家に帰ってぎゅっと抱きしめてくださったで

しょうか。こんなに立派に育ててこられた親御さ

んに敬意を表すると共にお祝いの言葉を贈らせて

ください。本当にステキな子供たちです！ 

裏面にコミュニティ･スクールについての荒尾市教育委員会作成の資料を載せました。ご覧ください。 

 

 

 ２月２４日（木）平井小学校支援協議会の委

員の皆さんにお集まりいただき、今年度の取組

についてご意見をいただく会を実施しました。 

コロナ禍の中ですが、子供たちが学習や行事に

積極的に取り組み、確実に成長していることを

評価していただきました。一方、「子供たち同士

の言葉遣いを注意してほしい」「学校ホームペ

ージについて、もっと保護者に視聴を勧めると

いいのではないか」というご意見もいただきま

した。保護者の皆様と共有し、改善に努めたい

と思います。詳しくは、あらためて文書でお知

らせします。 

うれしいお知らせ 

「第３２回こどもの詩コンクール」におい

て、「学校賞」をいただきました。子供たちの

感性や言語感覚は、家庭の中で育まれるもの

です。どれも温かい家庭の団らんの様子や親

子の絆を感じるステキな詩でばかりでした。

心の豊かさを感じました。とても素晴らしい

と思います。「優良賞」２名の入選もあって、

学校でＫＡＢのテレビ取材もありました。 

コロナウイルス感染症について、心配される状

況が続いています。ご家族全員の朝の健康観察に

ご協力ください。また、症状がある場合は、登校

を控えていただきますよう重ねてお願いします。 


